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インフルエンザ患者における  

抗インフル工ンザウイルス薬  

（タミフル及びリレンザ）の使用状況について  

・ゲラクソ・スミスクライン株式会社提出資料・・・1  

・中外製薬株式会社提出資料・・・2－5   



抗インフル工ンゲ薬の処方状況とリレンザのシェア（推定）  
〔患者年齢区分別〕  

抗インフル工ンゲ薬  

処方推定人数   

100％＝約500万人  

ルンサ◆シェア％3）  

全年齢平均 7．0％  

ルンサ●シェア％3）  

37．0％  

ルンサ●シェア％3）  

41．8％  

ルンゲシェア％3）   

20．2％  
100％＝約260万人  100％＝約580万人2）  100％＝約570万人2）  

年
齢
区
分
 
 

1）各シーズンは8月～翌年7月の12ケ月で定義。ただし、06年8－9月の2ケ月の処方分については、06－07シーズンの処方人数に含まれない  

2）08－09シーズンの580万人と、09－5－10月の570万人は、09年5－7月分が重複して数えられている  

3）リレンザのシェア％は、各シーズン10月より翌年4月までの7ケ月間の処方箋データより推定  

JMIRl（㈱医療情報総合研究所），日本薬剤師会等のデータよりGSKが各種前提条件の下に推定   
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抗インフル工ンザ薬使用推定患者数  
（タミフル、リレンザ処方患者）  
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株式会社日本医療データセンターデータベースより算出  

「軒‾1、   




